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チバニアンは科学として何とか⽣き残った 「誰が科学を殺すのか」に記載あり 
 
チバニアンとは地磁気の逆転の歴史を克明にとらえている千葉県にある地層で、「国際標準
模式地」としてこの 17 ⽇に採択された。チバニアン（コトバンク）によると、 
 

ラテン語で｢千葉時代｣を意味する単語で、地球上の約 77 万〜12 万 6 千年前の年代に対
して⽇本の地質学研究チームが命名を提唱している。国⽴極地研究所や茨城⼤などのチー
ムは、千葉県市原市の養⽼川沿いにある約 77 万年前の地層を、地球の歴史を表す地質年代
の区切りの⽬印であり、地球の歴史を調べるうえで重要な地層として認められる｢国際標準
模式地｣として申請しており、認定されれば地質年代に⽇本由来の名前が初めて付くことに
なる。(2016-3-31) 
 
地球の歴史は繁栄した⽣物の種類や気候などに応じて 115 に区切られ、代表する 86 か所の
地層はすでに決まっていたが、この 17 ⽇に 87 か所⽬の地層としてチバニアンが採択され
た。地球の地磁気の向きは⼀定ではなく、この 360 万年間に 11 回も⽅向を変えているが、
その最後の変化が起こったのが 77 万年前であり、チバニアンにこの地磁気変化の証拠が残
っていた。従ってチバニアンが確実に 77 万年前の地層と認定されたわけだ。 
 
書籍「誰が科学を殺すのか（毎⽇新聞取材班、2019 年 10 ⽉ 31 ⽇出版）」にチバニアンの l
項⽬がある。タイトルは「綱渡りだった『チバニアン』申請」。その内容は研究費が⼗分に
は得られなかったというものだ。 
 
 地磁気逆転の証拠を⽰すだけではなく、気候変動の証拠や⽣態系、年代を⽰す補強材料に
なる化⽯や花粉など、多くのデータが必要だったが、⼤学からの配分予算は年間数⼗万円で
あった。 
 翌年から科研費を申請したが２年連続で落選した。 
 2014~15 年は個⼈に寄付してもらった 100 万円で細々と研究を続けた。 
 メディアにも取り上げられるようになり、次期３年間で 1400 万円の科研費を得た。 
 
結果オーライでしたが、予算が得られずに進みが遅くなっている研究も多くあるものと思
います。メディアに取り上げられることと、科研費が得られたことの間には、相関関係があ
ったかもしれませんが、本来はこの相関関係がないことが科学としての正しい在り⽅だと
私は考えています。 



 
 
 
 


